
な専門家の意見交換や経験によって作成されて

いたのに比べ、信頼性が高い。また、専門医、

一般医向けに加え、「胃がん治療ガイドライン」

のように患者向けのガイドラインも作成する学

会が出てきていることが、大きな特徴である。

過去に、「ガイドライン」イコール「EBM」

と誤解された時期があったが､ガイドラインは、

個々の患者の問題点に対し医学的に利用可能な

最善のエビデンスを適応しようという、ＥＢＭ

の考え方を応用したもののひとつであり、より

良い医療を実現するための道具である。質の高

いガイドラインが存在し、個々の患者に適応で

きると判断した場合、そのガイドラインは多忙

な臨床医にとって非常に便利なものであると同

時に、患者や家族にとっても臨床上の決断が必

要な際には、有用な情報となるであろう。

ガイドライン作成は、まず文献検索を行う。

これは、臨床上の疑問に沿って、ＰｕｂＭｅｄや医

中誌、TheCochraneLibraryなどのデータ

ベースを検索し、エビデンスとなる論文を探す

作業である。近畿病院図書室協議会が、関節リ

ウマチのガイドライン作成に参加したように医

学図書館員が組織的に協力すべきであるが、そ

れには研究デザインなどの知識が必要となって

くる。
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一
融解

診療ガイドライン

平輪麻里子

Ｉ．はじめに

最近は、学会での診療ガイドライン(clinical

practiceguideline以下、ガイドライン）完成

のニュースを新聞で目にしたり、医学雑誌でガ

イドラインの解説記事を見かけることが増え

た。先行する欧米を追って日本でもここ数年、

各学会や厚生労働省の研究班でエビデンスに基

づいたガイドラインが作成されており、日本医

療機能評価機構のウェブサイトでガイドライン

情報を提供する事業が進んでいる。

本稿の目的は、日本のガイドラインの概況と

ガイドライン情報の入手方法を中心に解説する

ことである。紹介するウェブサイトは、2004年

３月のもので、レイアウトや機能変更の際はご

容赦いただきたい。

Ⅱ、診療ガイドラインとは

ガイドラインは「特定の臨床状況のもとで、

適切な判断や決断を下せるよう支援する目的で

体系的に作成された文書」と定義される')。ガ

イドラインはそれ自体古くから存在している

が、現在主流となっているのは、“エビデンス

に基づいたガイドライン”である。数十人から

数万人単位の患者を対象に、特定の薬を飲んだ

人と飲まない人とで比較し、薬効を確認するな

どの臨床試験（特にランダム化比較試験）の結

果から得られるエビデンスを吟味、評価し、そ

の結果に基づいてどんな治療をすべきか、すべ

きでないかなどを勧告するこのガイドラインの

作成方法は、過去のガイドラインの多くが著名

Ⅲ、日本のガイドライン

1999年３月、厚生省（当時）の私的検討会が

出した「医療技術評価推進検討会報告書」は、

｢医療技術評価の成果の臨床現場での利用とし

てＥＢＭが必要であり、その普及、推進の一方

策として診療ガイドラインの策定が必要」と報

－５１－

ひらわまりこ：東邦大学医学メディアセンター
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告した。それを受けて厚生労働省は、厚生労働

科学研究費補助金・医療技術評価総合研究事業

として、エビデンスに基づくガイドラインを作

成するための研究班を構成した。その結果「高

血圧」「瑞息」「アレルギー性鼻炎」など23疾患

のガイドラインが完成､もしくは作成中である。

これらの補助金を受けない学会でもガイドライ

ン作成が活発になり、学会が独自に作成するガ

イドラインは、日本医療機能評価機構の調査に

よると2003年10月現在で約120と報告されてい

る２)。

厚生労働省の研究班作成のガイドラインは、

まず入手困難な白表紙の研究報告書の形で出さ

れ､その後単行書として出版されることが多い。

学会作成のガイドラインは、単行書として販売

したり（精神科救急医療ガイドライン等)、学

会の機関誌に掲載したり（緑内障診療ガイドラ

イン等)、学会のウェブサイトで全文公開する

もの（日本神経学会等）などさまざまなメディ

アで公開され、その把握は困難である。
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で、2004年３月現在約330のガイドラインを掲

載している。ウェブ上で公開されているものに

はリンクをはり、プリント版があるものは当セ

ンターの所蔵情報を載せている。また、後述の

NGCやＮｅＬＨなど、海外のガイドライン情報

センターへのリンクや簡単な使い方も掲載し

て､使い勝手のよいサイトを目指しているので、

ご利用いただきたい。

２．Minds：日本医療機能評価機構の医療情報

サービスウェブサイト蕊注）

欧米では医療関係者､および一般市民向けに、

EBMを指向した医学・健康情報センターが国

レベルで設置、運営されている。日本でも厚生

労働省のＥＢＭ推進施策の具体的な事業とし

て、2003年１０月に日本医療機能評価機構の医療

技術評価総合研究医療情報サービネ事業ｲ)がス

タートした。その目標は、各種の医療情報の提

供を通じて、国民全員が質の高い医療を享受で

きる環境を実現することである。2004年３月現

在､試験運用中の医療情報サービスシステムは、

通称「Minds（MedicallnformationNetwork

DistributionService)」と名付けられ、2004年

中に一般公開の予定である。その内容は、専門

医向け、一般医向け、一般市民・患者向けの３

つのメニューで構成され、専門医向けの「臨床

専門情報」は以下の４つのデータベースからな

る。

(1)診療ガイドライン

学会などで作成済みのガイドラインから公開

Ⅳ、日本のガイドラインを入手する

欧米で作成されたガイドラインは、各学会や

後述する医学・健康情報センターのウェブサイ

トで公開されていることが多く､入手しやすい。

日本においてはウェブ上で公開しているものは

まだ一部であり、特に一般市民がガイドライン

を入手するのは難しいのが現状である。

１．東邦大学医学メデイアセンターのウェブサ

イト「診療ガイドライン」リスト3）

当センターでは2001年３月より、日本のガイ

ドラインを中心に情報を収集し、疾患別に分類

したリストを作成してウェブ上で公開している

(図１）◎ガイドライン作成が話題になり始めた

当時、その現物がどういう形で発表されている

のかわかりにくい状況で、正確な情報をまとめ

たリストがあれば便利だろうと考えたのがきっ

かけである。

ガイドラインの質は評価しておらず、なるべ

く多くの日本のガイドラインを収集する方針

－５２－



に適したガイドラインを選定し、全文を提供す

る。糖尿病、瑞息、クモ膜下出血、脳梗塞の４

疾患から開始し、順次ガイドラインを追加する

予定。

(2)関連文献

ガイドライン作成時に引用した文献や、その

後に発表された文献を収集し、評価を加え、独

自に構造化抄録を日本語で作成する。

(3)クリニカルクエスチョン

例えば、「運動と過換気は瑞息の憎悪因子に

なるか？」といった、日常診療でよくある疑問

に対する回答集（FQA）を疾患別に用意する。

(4)トピックス

重要性の高い最新情報をトピックスとして情

報提供する。

まずは専門医向けの情報を充実させ、その後

一般市民・患者向けにガイドラインや病気の基

礎的知識などを掲載する予定とのことで、今後

この事業が日本のガイドラインの作成、評価、

伝達の中心として活動することに大いに期待す

る。

ｖ･米英の情報センターでガイドラインを入手

する

欧米ではＥＢＭを指向した医学．健康情報セ

ンターが国レベルで設置、運営され、医療関係

者のみならず一般市民向けに情報を提供してい

る。その中でガイドラインを収集、評価し、

ウェブ上で提供している米英のガイドライン情

報センターを紹介する。詳しくは当センターの

｢診療ガイドライン」サイトをご覧頂きたい。

ｌ・米国

米国は、政府機関、医学会などの専門家団体

や、病院、マネジドケアの保険会社など、ガイ

ドラインを作成する組織が数多くあり、ほぼ全

ての領域にガイドラインがある。

(1)AＨＲＱ（AgencyforHealthcareResearch

andQuality)5Ｉ

ＡＨＲＱは、医療サービスの質向上を目的と

して、1989年に米国の厚生労働省にあたる

－５３－
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DepartmentofHealthandHuma、Servicesに

設けられ、専門学会の協力のもとに国家レベル

での標準的な19疾患のガイドラインを作成し

た。これらはClinicalPracticeGuidelinesOn‐

lineで医師用と一般市民用の２種類を見ること

ができるが、現在はガイドラインの作成は中止

して研究助成や研究調整企画などの行政的支援

を行っている。

(2)NGC（NationalGuidelineClearinghouse)6）

ＮＧＣは、上記ＡＨＲＱの後援を受け、ＡＭＡ

(AmericanMedicalAssociation）などと協力

関係を結ぶガイドラインの情報センターであ

る。米国外のものも含め1,000以上のガイドラ

イン情報が収録され、キーワードで検索するこ

とができる。

２．英国

ＮＨＳ（NationalHealthService）は、1991年

に機構改革を行い、エビデンスに基づく医療政

策と医療行為を目指している。1999年にＮＩＣＥ

が設立されて国家的なガイドライン作成が盛ん

になり、2000年にＮｅＬＨが稼働を始めた。

(1)NICE（TheNationallnstituteforClinical

Excellence)7）

ＮＩＣＥは、適切な医療を実現する目的で設立

された国立審査機関で、承認申請中の新薬や治

療技術に関して安全性と有効性の審査とは別

に、有用性と費用効果を査定し、ＮＨＳの支払

いの対象とするかどうかを勧告するという医療

経済学的活動を受け持っている。また、診療ガ

イドラインを作成、普及する目的も担ってい

る。

「Ourguidance」の「ClinicalGuidelines」か

ら、「Publishedguidelinesandcancerservice

guidance」を選ぶと、完成したガイドライン全

文を見ることができる。また「Guidelinesand

cancerserviceguidanceinprogress」で作成中

のガイドライン一覧が表示される。

(2)ＮｅＬＨ（NationalelectronicLibraryFor

Health)８１

ＮｅＬＨは、医師と一般市民を対象にした国立
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の医学・健康情報センターである。そのトップ

ページの画面左上「ＫｎｏｗＨｏｗ」内「NeLH

GuidelinesFinder」を使うと、ＮＩＣＥ作成分を

含めたイギリスのガイドライン約800を検索し、

閲覧することができる。

Ⅵ、これからの日本のガイドライン

今後重要になってくるのは、「ガイドライン

の研究、評価用チェックリスト：AGREE9)」

などのガイドライン評価ツールを利用した、ガ

イドライン評価であろう。同一疾患のガイドラ

インが複数の機関から発表された場合、それら

を個人で細かく検証することは困難であり、信

頼できる機関によって各ガイドラインを評価

し、統合していくことが望まれる。

また、一般市民への情報提供も今後の大きな

課題と言えよう。一般市民向けのガイドライン

も少数ながら作成されているが、情報量が少な

かったり､専門用語が散見しわかりにくいなど、

内容の充実が望まれる。

これからは日本医療機能評価機構のMinds

を中心に、日本でもガイドラインを含む医学・

医療情報が、ウェブ上で容易に入手できるよう

になるであろう｡病院図書館員のみなさんには、

それら情報の適切なナビケーターの役割を果た

していただきたい。

注）Mindsは、2004年５月に試験公開され、

http://minds､jcqhc､orjp/to/index・aspxで

見ることができる。

－５４－
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